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生物の特長まねて新製品

国宝言霊左右姦悪こて言一票讐モ農芸ヂデ、「苧ヲ誓う警竺
トル）」「チューブ（円簡）」の三つの言葉を組み合わせて名づ
けられた。炭素が六角形に結びつき、筒状の構造をしている。ノ
ーベル化学賞・物理学賞の候補として名前があがる飯島澄男・名

城大教授が1991年に構造を発見、解明した。軽量で頑丈な飛行機
の材料など、様々な用途で活用が期待されている。

国讐蓋造讐讐琶票賢学芸富ま警冒笑覧誓謂穿きさ、望
ルフォチョウの場合、羽に太陽光が当たると、光の屈折・反射・
干渉で、青色の光だけが外に出ていき、独特の光沢ある青色が生
まれる0青い色素があるわけではないので、チョウが死んでも羽
は退色しない0クジャクの雄やタマムシの鮮やかな羽の色も構造
色の一二っだ。

世界中の標本を検索

サ
メ
や
カ
ジ
キ
は
素
早
く
海
を
泳
ぎ
、
ヤ
モ
リ
は
天
井
や
壁
を
苦
も
点
く
は
い
回
る
。
生

物
が
持
つ
優
れ
た
能
力
を
研
究
し
、
製
品
開
発
や
人
間
の
暮
ら
し
に
利
用
す
る
研
究
は
「
生

物
模
倣
（
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
）
」
と
呼
ば
れ
る
。
生
物
の
秘
密
を
解
き
明
か
し
人
間
の

手
で
再
現
で
き
れ
ば
、
画
期
的
な
技
術
の
開
発
に
つ
な
が
る
。
　
　
　
（
藤
沢
一
紀
）

■
電
子
顕
微
鏡
で
細
か
く
観
察

「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
」

と
い
う
言
葉
は
、
1
9
5
0
年

代
後
半
に
米
国
の
神
経
生
理
学

者
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が

曲
名
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

生
物
か
ら
学
ん
で
製
品
や
生
活

に
生
か
す
と
い
う
考
え
は
苦
か

ら
あ
っ
た
。
古
く
は
、
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
（
1
4
5

2
～
1
5
1
9
年
）
が
、
鳥
や

コ
ウ
モ
リ
の
窯
を
観
察
し
て
飛

行
機
械
を
設
計
。
1
9
3
5
年

に
米
国
で
開
発
さ
れ
た
合
成
繊

維
ナ
イ
ロ
ン
も
、
カ
イ
コ
ガ
の

幼
虫
が
つ
く
る
網
糸
の
構
造
を

ま
ね
た
も
の
だ
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
命
名
か
ら
約

6
0
年
。
カ
ワ
セ
ミ
の
く
ち
ば
し

の
形
を
ヒ
ン
ト
に
騒
音
の
発
生

を
抑
え
た
新
幹
線
車
両
が
で
き

る
な
ど
、
身
の
回
り
の
生
物
を

手
本
に
し
て
様
々
な
製
品
が
誕

生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
最
近

の
技
術
開
発
に
つ
い
て
、
千
歳

科
学
技
術
大
学
（
北
海
道
）
の

下
村
政
嗣
教
授
は
「
電
子
顕
微

鏡
の
普
及
が
果
た
し
た
役
割
が

大
き
い
」
と
話
す
。

新
材
料
の
開
発
で
は
、
生
物

の
体
表
面
の
微
細
構
造
を
人
工

的
に
再
現
す
る
た
め
、
そ
の
姿

を
正
確
に
観
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
「
ナ
ノ
」
　
（
1
0

億
分
の
1
）
・
メ
ー
ト
ル
の
レ

ベ
ル
で
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と

は
難
し
か
っ
た
が
、
電
子
顕
微

鏡
の
普
及
で
観
察
が
可
能
に
な

り
、
生
物
模
倣
技
術
も
飛
躍
的

に
進
ん
だ
。

∫
人
類
の
課
題
解
決
へ
ヒ
ン
ト

材
料
開
発
の
代
表
例
が
ヤ
モ

リ
の
足
を
研
究
し
て
生
ま
れ
た

テ
ー
プ
だ
。
ヤ
モ
リ
は
吸
盤
や

粘
着
力
も
使
わ
ず
天
井
な
ど
を

自
在
に
動
き
回
る
。
電
子
顕
微

鏡
で
見
る
と
、
足
の
裏
に
は

細
か
い
毛
が
密
集
し
て
生
え

て
い
る
。
そ
の
数
は
足
1
本
で

約
5
0
万
本
と
さ
れ
、
1
本
の
毛

が

さ

ら

に

1

0

0

～

1

0

0

0

本
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。
毛

の
末
端
と
天
井
の
間
に
は
、
分

子
間
に
働
く
「
フ
ァ
ン
デ
ル
ワ

ー
ル
ス
カ
」
と
い
う
引
力
が
存

在
す
る
。
1
本
1
本
の
引
き
合

う
力
は
弱
い
が
、
無
数
に
あ
る

毛
の
引
力
を
合
わ
せ
る
と
、
ヤ

モ
リ
の
体
重
を
享
見
る
ほ
ど
に

なる。日
東
電
工
（
大
阪
府
）
な
ど

は
2
0
1
0
年
、
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
国
で
、
ヤ
モ
リ
の

足
の
構
造
を
ま
ね
た
テ
ー
プ

を
実
用
化
し
た
。
接
着
剤
な
し

で
物
を
留
め
た
り
剥
が
し
た

り
で
き
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
耐
久
試
験
も
行
わ
れ
て

いる。
「
生
き
て
い
る
宝
石
」
の
異

名
が
あ
る
南
米
の
モ
ル
フ
ォ
チ

ョ
ウ
は
青
い
羽
を
持
つ
。
輝
く

よ
う
な
青
色
は
、
羽
を
撃
つ
胱

靴
の
複
雑
な
形
に
由
来
す
る
構

造
色
国
だ
。
こ
の
仕
組
み
を
利

用
し
た
繊
維
は
」
染
料
を
使
っ

て
い
な
い
の
で
色
あ
せ
な
い
。

ア
フ
リ
カ
に
住
む
シ
ロ
ア
リ

の
巣
「
ア
リ
塚
」
は
、
外
気
温

が
4
0
～
5
0
度
の
日
も
、
内
部
は

約
3
0
度
に
保
た
れ
て
い
る
。
巣

に
は
女
王
ア
リ
を
中
心
に
数
百

万
匹
が
暮
ら
し
て
お
り
、
新
鮮

な
空
気
も
必
要
だ
。
換
気
扇
や

エ
ア
コ
ン
も
な
い
の
に
、
シ
ロ

ア
リ
が
快
適
に
過
ご
せ
る
の

は
、
大
小
の
ト
ン
ネ
ル
が
巣
内

に
広
が
り
天
然
の
空
調
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
ア

フ
リ
カ
の
ジ
ン
バ
ブ
エ
に
は
、

ア
リ
塚
を
参
考
に
し
た
ビ
ル
が

造
ら
れ
た
。
吹
き
抜
け
や
壁
の

隙
間
を
利
用
し
て
空
気
を
循
環

さ
せ
、
空
調
に
使
う
電
気
代
は

1
0
分
の
1
で
済
む
と
い
う
。

．
ゝ
東
北
大
の
石
田
秀
輝
名
誉
教

授
は
「
生
物
は
長
い
時
間
を
か

け
て
進
化
し
優
れ
た
能
力
を
獲

得
し
て
き
た
。
生
物
に
学
べ
ば

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
な
ど

現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
も
解

決
で
き
る
は
ず
だ
」
と
話
し
て

いる。

生
物
模
倣
の
た
め
に
は
、
役
立
ち
そ
う
な
生
物
を

探
し
出
す
必
要
が
あ
る
。
電
子
顕
微
鏡
で
昆
虫
や
魚

な
ど
の
休
を
撮
影
し
た
画
像
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
づ
く

り
が
進
ん
で
お
り
、
1
5
年
1
1
月
現
在
で
約
2
万
枚
が

登
録
さ
れ
た
。
国
立
科
学
博
物
館
の
野
村
周
平
・
研

究
主
幹
は
「
博
物
館
に
は
世
界
中
の
生
物
の
資
料
や

標
本
が
あ
る
。
研
究
者
と
技
術
者
が
連
携
で
き
る
よ

う
に
検
索
の
仕
組
み
を
撃
見
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。


